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○議長（茅沼隆文） 

 再開いたします。 

午後 １時３０分 

○議長（茅沼隆文） 

引き続き、一般質問を行います。 

それでは、１番、佐々木昇議員、どうぞ。 

○１番（佐々木昇） 

皆様、こんにちは。１番議員、佐々木昇でございます。 

本日は、通告に従い一つの項目について質問させていただきます。「開成水辺ス

ポーツ公園の整備充実とパークゴルフの普及振興について」。 

年間１０万人を超す方が利用され、いまや開成町の屋外スポーツの拠点である開

成水辺スポーツ公園。中でも全国大会をはじめ伝統ある大会が開催されるパークゴ

ルフ場は、平成６年の開園以来２２年を迎える現在においても、その利用者数は伸

び続けています。特に、中・高年世代は健康志向だけにとどまらずスポーツとして

の関心が高く、より完成度の高い整備を求めております。 

また、屋外スポーツとして以前より人気の高いテニスは、町内においても競技人

口が増加し、町営のテニスコートの建設が望まれております。総合型スポーツクラ

ブを推進する町において、スポーツ環境の整備推進を求めます。 

いまや町の代表的なスポーツであるパークゴルフは、三世代で交流できる安全で

楽しいスポーツである。世代間、地域間の交流を図るとともに、今後も愛好者の裾

野を広げる取り組みに努めるべきと考えます。町の方針をお伺いいたします。１、

平成３３年、神奈川県で開催される全国健康福祉祭（ねんりんピック）におけるパ

ークゴルフの誘致について、２、パークゴルフ場の新コース増設の検討状況につい

て、３、硬式・軟式兼用テニスコートの建設を、４、サッカー場の拡張を、５、パ

ークゴルフを中学校の課外活動に、についてお伺いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

町長。 

○町長（府川裕一） 

それでは、佐々木議員のご質問にお答えをいたします。 

開成水辺スポーツ公園は、議員がおっしゃるように、年間で１０万人を超す町内

外からの多くの方にご利用いただいております。平成２２年度からは指定管理者制

度を導入し、民間による維持管理・運営を行っておりますが、開成町の総合型スポ

ーツクラブの活動拠点にもなっており、公園内には関東初で整備したパークゴルフ

場をはじめ、様々なスポーツ、運動の場として施設を利用していただいております。  

なお、パークゴルフ場に関しては、当初より三世代スポーツと言っておりますが、

現状、高齢者のスポーツになっているところがあります。上手い、下手、年齢、性

別等に関係のない誰でもできるスポーツとして周知していくことが、パークゴルフ
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ファンを増やす方法であると考えております。 

それでは、一つ目のご質問、「平成３３年、神奈川県で開催される全国健康福祉

祭（ねんりんピック）におけるパークゴルフの誘致について」、お答えをいたしま

す。 

最初に、全国健康福祉祭（ねんりんピック）について、ご説明をさせていただき

ます。ねんりんピックは、厚生労働省、その年の開催県、政令指定都市及び一般社

団法人長寿社会開発センターの三者共催により、６０歳以上の方の健康保持・増進、

社会参加、生きがいの高揚を図り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄与する

ため、昭和６３年から毎年開催をされております。 

神奈川県では、平成３３年度にねんりんピック開催を目指し、既に内定している

と聞いております。県は、ねんりんピック開催までのスケジュールとして、平成３

０年度に基本構想策定、平成３１年度には大会実行委員会の立ち上げを考えており

ます。また、各市町村においては、それまでに開催場所の決定や各種目会場ごとに

実行委員会を平成３２年度までに立ち上げ、中央競技団体と連携しながらプレ大会

等のイベントを行うこととされております。 

県は、事前に各種競技団体からの意向調査を実施しております。神奈川県パーク

ゴルフ協会からは、開成水辺スポーツ公園をパークゴルフの開催希望会場としての

意向打診があったとのことであります。県から各市町村へ開催希望種目を確認する

ため平成２８年１月１３日付けで開催意向調査があり、開成町としては２月２２日

付けでパークゴルフ場を希望種目とする旨を県に回答いたしました。 

次に、「パークゴルフ場の新コース増設の検討状況について」、お答えをいたし

ます。現在、パークゴルフ場は、あじさいコース、しいがしコース、バラコースの

計２７ホールがあります。ねんりんピックなどの全国大会には３６ホールが必要で

あり、プラス９ホールが必要となります。一方、９ホールを増設するには河川法の

制限があります。神奈川県から許認可を受けることは容易ではありませんが、９ホ

ール増設に向けて、平成２８年度から平成３０年度までの総合計画第２期実施計画

にパークゴルフ場改修を位置付け、必要な手続きを進める考えであります。 

次に、「硬式・軟式兼用テニスコートの建設について」であります。実は、ご質

問では「町内において競技人口が増加し、町営のテニスコートの建設が望まれる」

とされておりますが、町としては増加しているという状況が把握できておりません。

また、テニスコートの建設を望む声もスポーツ団体等から届いておりません。また、

町営でなくてはならない状況も、今のところ見当たらないと考えております。町内

には民営施設もあり、今のところ水辺スポーツ公園、及び、その付近だけではなく、

町営での整備は考えておりません。しかしながら、町民ニーズに関しましては、総

合型スポーツクラブの意向や指定管理者からの声などを聞き、状況の把握に努めて

まいりたいと思っております。 

次に、「サッカー場の拡張について」お答えをいたします。サッカー場の規格に

つきましては、ルール上ではタッチライン、いわゆる長さは、９０メートルから１
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２０メートル、ゴールライン、いわゆる幅は４５メートルから９０メートルとされ

ております。水辺スポーツ公園サッカー場は、長さ１００メートル、幅が５０メー

トルあります。大人用ゴールポストやゴールネットも用意されており、大人も子ど

もも十分ご使用いただける状況であります。また、サッカー以外にも様々なスポー

ツに利用されております。したがって、現在のところ、拡張する計画はございませ

ん。先ほど申し上げましたが、まずは、ねんりんピックに向けてパークゴルフ場の

９ホール増設に取り組んでいきたいと考えております。 

最後に、「パークゴルフを中学校の課外活動に」、についてお答えをいたします。

結論から申し上げますと、パークゴルフを中学校の教育課程や部活動に位置付ける

ことは、移動時間や安全面等から、実施する考えは今のところありません。学校以

外に自治会によっては自治会主催により子どもから大人まで参加できるパークゴル

フ大会を催しており、一部の生徒は参加をして違う年代の人たちと交流を図ってお

ります。 

また、夏には青少年指導員が中心になって「中学校地域交流ゲートボール大会」

を長く開催をしております。開催にあたっては、開成町ゲートボール連合、中学生

と保護者を対象とした青少年健全育成会、文命中学校の教職員、議員の方々にご協

力いただき、地域と様々な立場の方々と交流するスポーツとして実施をしておりま

す。この事業は、中学校の授業としては位置付けられておりませんが、地域の皆さ

んとの交流の場の一つとして行っております。生徒と保護者がともに参加できるＰ

ＴＡや親父の会等事業にパークゴルフを推奨することは、可能であると考えており

ます。また、プレーできる年齢には制限がありますが、子ども会、子ども会育成会

等の行事としても実施しやすいと思いますので、広く啓発をしていきたいと考えて

おります。 

以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

ただいま町長から答弁いただきまして、順次、再質問をさせていただきます。  

まず、ねんりんピックについてお伺いいたします。先月末、２月２２日に町とし

てパークゴルフを開催希望種目といたしまして回答したということですけれども、

２月２２日といっても先週のことですけれども、この辺、何か進捗はあったのか、

お伺いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

福祉課長。 

○福祉課長（小宮好徳） 

それでは、お答えさせていただきます。 

進捗状況ということでございますけれども、一応、こちらのほうで開成町として

パークゴルフを開催希望というところで出させていただいて、その後はまだ何もな
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いと。ほかの市町村が何をやるかというのも、まだ把握していない状況でございま

す。 

以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

わかりました。ありがとうございます。 

このねんりんピックも視野に入れていたと思うのですけれども、９ホール増設に

向けて総合計画、第２期実施計画にパークゴルフ場改修を位置付けているというこ

とですけれども、河川法の関係もあり整備の許認可は厳しいということですけれど

も、私も、この辺、何回か質問させていただいていますけれども、一番、ここが大

変なところかなということは認識しております。 

平成３３年度のねんりんピック、また前年度にプレ大会等、イベント等が行われ

るということですけれども、それまでに９ホールの増設ができなかった場合、ねん

りんピックのパークゴルフ開催に影響が出るのか、また全国大会のように仮設のコ

ースで対応できるのか、その辺、お伺いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

福祉課長。 

○福祉課長（小宮好徳） 

それでは、お答えさせていただきます。 

９ホール増設できない場合、仮の話でございますけれども、過去に高知県のほう

では２町で共催したという実績がございますので、近隣市町、南足柄、松田、中井

とか、パークゴルフをやってございますので、あと山北ですね、やってございます

ので、そちらの町と共催してやることは可能かと考えますので、町としましてはパ

ークゴルフを開催するという方向でいきたいと考えてございます。  

以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

私も、できれば開成町で開催していただきたいと思いますけれども、そういう連

携というのもありかなと。ねんりんピックが開成町で開催されて成功することを期

待しているのですけれども、また、９ホール増設は、ねんりんピックにかかわらず

パークゴルフ利用者の方たちが楽しみにしておりますので、ぜひ、今後、実現して

いただきたいというふうに思っております。 

ただいまパークゴルフの連携の話が出ましたので、一つ、確認させていただきた

いと思います。ちょうど１年前、私、パークゴルフ連携について質問させていただ

いたのですけれども、そのときに指定管理者間で、たしか、連携会議と言いました

っけ、と思うのですけれども、これが始まるような感じだったのですけれども、連
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携会議ですか、これは現在どのような感じで進められているのか、お伺いします。  

○議長（茅沼隆文） 

自治活動応援課長。 

○自治活動応援課長（遠藤直紀） 

ご質問にお答えいたします。 

昨年、ご質問をいただきまして、その際は会議を開催する前でございました。今

年の３月に指定管理者間、近隣の南足柄市さん、中井町、山北町、そして開成町、

こちらが指定管理者制度を導入しておりますので、そちらの指定管理者間で連携会

議ということで、今後、お互いにどういう形で連携するかという会議の場を３月に

持ったと。それ以降でございますけれども、全国大会、各種大会を行っている中で、

それぞれの周知をお互いにしていこうと、また情報共有もしていこうという形で運

営を今しているというところでございます。 

すみません。失礼しました。２７年です。２７年の３月でございます。失礼しま

した。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

少しずつですけれども、順調に進められているということで理解いたしました。

私、この連携会議、期待しておりますので、ぜひ開成町が主導となってやっていっ

ていただきたいというふうに思います。 

次の質問に行きたいと思います。 

まず、町長にお伺いいたします。私は、今後、開成町がスポーツ推進、また開成

水辺スポーツ公園の運営をしていく上で、先ほどのパークゴルフをはじめ、これか

らは様々なスポーツでも近隣自治体と連携していくことが必要なのかなというふう

に思っております。その中で、開成町のスポーツの拠点である開成水辺スポーツ公

園、この辺の位置付けをしっかりと持って、環境整備をして利用者を確保していた

だいて、子どもから大人まで、高齢者の方までスポーツに慣れ親しんでいけるよう

な取り組みをしていただきたいというふうに考えておりますけれども、この辺につ

いての町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（茅沼隆文） 

町長。 

○町長（府川裕一） 

水辺スポーツ公園はスポーツの拠点として、大事な私も位置付けで考えておりま

す。特に、パークゴルフは開成町から関東に広がったという経緯から考えれば、先

ほどのあと９ホールの増設というのは、これはなかなか普段のときには土木の事務

所の許可を取るのが難しい。今回、県が、ねんりんピックという形で神奈川県の中

でパークゴルフを開成町でやっていただけることになれば、それは県に対してきち

んと、こういうときをきっかけに土木の規制を少し考えていただく中で９ホール増
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設を考えていきたい。できるだけ、この時期に考えていきたいと思っています。な

かなか普段の時期において土木から河川敷を改修するという許可を取るのは難しい

ものがありますので、これはちょうどいい機会だと私は思っていますので。やはり

水辺スポーツ公園のスポーツの拠点ですけれども、核はパークゴルフ場だと私は考

えています。 

それ以外にも、先ほどのサッカー場、野球場、いろいろな施設がありますけれど

も、できるだけ多くの皆さんに利用していただく。指定管理者を導入して以来、そ

の辺は、指定管理者がベルマーレの関係の団体でもありますので、いろいろな新し

い競技、自転車も新しい競技として水辺スポーツ公園で利用していただくことがで

きたりとか、そういう意味も含めて、これからも様々な競技、新しいスポーツをこ

の中で導入できるように、ソフトの面においても、その辺は促していきたいと思っ

ております。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

ただいま町長から答弁をいただきまして、大筋ですけれども、私と考え方はそん

な違いはないというふうに私は理解いたしました。 

それでは、次の質問に移らせていただきます。 

テニスコートの建設ですけれども、先ほどの町長答弁をいただきまして、ちょっ

とスポーツ振興に対する姿勢ですかね、正直、弱いのかなと。コート建設をすると

かしないとか、そういうところではなくて、総合計画と見比べても答弁としてちょ

っと寂しいのかなというふうな感じを受けました。 

まず、競技人口の増加ですけれども、私は、開成町において現在、文命中学校の

テニス部の部員が増えているということだったり、総合型地域スポーツクラブの、

これ、たしか硬式テニスだと思うのですけれども、子どもたちの参加が増えている

ということで、この辺で私、競技人口の増加ということで言わせていただいたので

すけれども。競技人口とは言えないのかもしれませんけれども、特に、子どもたち

がスポーツに興味を持ち始めて、総合型地域スポーツクラブに参加された子どもた

ちの思いといいますか、気持ちを、私、ぜひ大切に考えたいというふうに思うので

すけれども、この辺の町の考えをお伺いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

町長。 

○町長（府川裕一） 

今、テニスの関係で、子どもたちの話の中で中学校の話も出ましたけれども、確

かに中学校の生徒のテニスに対する部員の数が大分多いと。私も実感として感じて

おります。そういう中で、今、吉田島総合高校のテニスコートを、県の教育委員会

と交渉して、使っていないときは使わせていただくように。今、土・日、相当の文

中の生徒が吉田島総合高校のテニスコートを使わせてもらっているのは、そのよう
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な形で進めておりますし、それは、確かに、子どもたちのテニスコートに対する、

競技に対する意識は高いのかなと。また、そういう中で、環境面で設備を、文命中

学校の中にもう一面というふうにはなかなかいかないので、すぐ近くにある吉田島

総合高校のテニスコートを借りるようにしているというふうに考えていただきたい

なと思います。 

総合スポーツクラブの中でテニスのそういうふうなこともやっておりますけれど

も、これは民間の施設が町内にありますので、そこを借りてテニス、軟式、硬式も

やらせていただいておりますので、できるだけ町内に今ある施設を有効活用しなが

らやっていきたいと。これからも、そのように考えておりますので。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

ただいま町長のお考えをお聞かせいただきましたけれども、ちょっと、これ、私

の考えということで。テニスコートの建設について、民営施設、これもあるという

ことですけれども、民営施設、現在、やはり本格的といいますか、それなりにテニ

スに取り組んでいる人たち、こういう人たちが本当のテニス競技人口と言うのかも

しれませんけれども、そういう人たちが利用されるのかなと。先ほどの子どもたち

とか、将来的には、こういう民間施設、こういうところでプレーするようになって

いただきたいというふうに私も思っておりますけれども、総合型地域スポーツクラ

ブに参加した子どもたちや初心者の人たち、また中学生たちが気軽に楽しめるコー

トとして。公営は実際に料金が安いということもありますし、これは町に負担にな

るかもしれませんけれども、そんなことを考えて町営施設ということで私は提案さ

せていただきました。 

また、総合型地域スポーツクラブの成果として参加者が現在も増えておりますし、

そういった成果を町が、第２段階といいますか、サポートするという観点からも、

町営のテニスコートの建設をというふうに考えられたらというふうに思うのですけ

れども、また再度、お伺いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

町長。 

○町長（府川裕一） 

テニスコートを水辺スポーツ公園にということの話でありますけれども、私は、

できるだけ、これからの時代は、その前の議員の小田原と南足柄の協議の話のとき

にも出ましたけれども、これから広域連携の中で、できるだけやっていくという考

え方も必要で。この近辺を見ると、怒田の運動公園にテニスコートもありますし、

また体育センターほか、南足柄にもすぐ近くにそういう施設がありますので、広域

の中で開成町民であっても同じような施設として利用できるような連携強化をしな

がら、開成町のない部分、開成町のある部分と、相互の中でお互いの市民、町民が

利用できるような方向に持っていくほうが、これからの財政的負担も含めて、その
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辺が必要ではないかと考えております。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

私も、今、町長が言われたのは一理あると思うのですけれども、これは私の認識

なのですけれども、近隣の公営テニスコート、利用状況といたしまして、ほとんど

のところで、現在、週末になると、その辺、１カ月前に予約をしなければとれない

というような状況もお聞きしております。絶対数として、私、不足しているような

ことも言われておりますので、この辺は、また、ぜひ検討していただければという

ふうに思っております。 

また、建設を望む声も届いていないということでしたけれども、私が聞いた方は

町にも伝えてあるということで言っておりましたけれども、伝えた状況とか、その

辺の違いがあるかもしれませんので、団体にもこの方は所属している方ですので、

私、正式な形で町のほうに、もう一度、そういう要望があるのでしたら伝えていた

だくように言っておきますので、また、そのときには対応のほうをよろしくお願い

したいと思います。 

続きまして、サッカー場の関係ですけれども、サッカー場を拡張するということ

で、今現在、指定管理者さんの関係でベルマーレ、有名なサッカーチームがありま

すけれども、この辺で練習できる環境ができて、年に数回でもこういうチームに来

ていただければ、子どもたちが生のプレーを見て、よい刺激になるのではないかな

というふうに思っているのですけれども、その辺についてお伺いいたします。  

○議長（茅沼隆文） 

自治活動応援課長。 

○自治活動応援課長（遠藤直紀） 

ご質問にお答えいたします。 

今現在、指定管理者であります開成スポーツパートナーズにつきましては、湘南

造園、それからＮＰＯ法人湘南ベルマーレスポーツクラブ、それと横浜緑地の三者

で構成をされております。そのような関係で、湘南ベルマーレのユース、アンダー

１５のチームが練習に使うということもございます。ただ、Ｊリーグの選手など、

トップチームになると、練習に使うというほどでは、スペース的なことで、ないと

いうところがあります。そういうようなところではございますけれども、ユースの

チーム、そういうような方が、定期的にであったり年何回でもこちらのほうに来て

練習をするというようなことがあれば、確かに、今後、例えば、その子たちがＪリ

ーグに羽ばたいたりとかというようなことがあれば、開成水辺スポーツ公園を利用

していたのだというようなところで、子どもたちに刺激になったり親近感を持った

りというようなところもあろうかと思います。 

そういうお考えの中もございますが、サッカー場は子どもから大人までというこ

とで、現在の利用状況も見た中ではございますが、ほとんど土・日は予約で埋まっ
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ているというようなところもございます。その辺、指定管理者のほうと現在の利用

状況、それからベルマーレのユースが練習すること、どのぐらいの頻度で来てもら

えるのかとか、そういうようなところも聞きながら、サッカー場の利用促進につい

ては調整していきたいというふうに思います。 

以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

また、水辺スポーツ公園の芝、これは非常に評判がよくて、芝生を広くすること

で、これも総合型地域スポーツクラブですが、タグラグビーなど、今、かなり人気

があるということで、このようなところでも、さまざまなスポーツの種目でも活用

できるのではないかなというふうに思うのですけれども。 

私、ソフトボール場のあれなのですけれども、今は軟式野球場があるホームベー

スの位置と同じ位置にソフトボール場のホームベースの位置をやると、ちょっと縦

長なのですけれどもサッカー場が広がるかなと。ちょっとでも芝生のスペースを増

やしていただくというような、その辺についてはどうでしょうか、お考えをお伺い

します。 

○議長（茅沼隆文） 

自治活動応援課長。 

○自治活動応援課長（遠藤直紀） 

形状を変えてというところのご提案でございますが、現在のところ、利用状況の

中で、土・日は埋まっているというようなお話をさせていただきましたが、大人も

子どもも今のところ利用に当たっては充足しているといいますか、特に問題なく来

ておりますので、そういう意味で。 

拡張というお話になろうかと思いますが、実は、河川法の話になってしまうので

すが、なかなか整備のことも容易ではないということがございます。そういうとこ

ろで、まずは河川区域であり整備が厳しいということから、大本の話になってしま

いますが、パークゴルフ場の９ホール、そちらのほうを、まず水辺スポーツ公園の

整備に関しましては優先的に進めていきたいということで。サッカー場のお話につ

きましては、そういうところのニーズですとか、そういうようなお話は、例えば総

合型スポーツクラブですとか指定管理者のほうから状況なども改めてこちらのほう

で把握に努めますので、そういうようなところも踏まえて考えていくようなところ

で進めていきたいと思います。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

ぜひ、状況、ニーズなどを把握していただいて、今後検討していただきたいとい

うふうに思います。 
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また、ちょっと細かい話なのですけれども、サッカー場の関係で。サッカー場は

管理棟からもちょっと離れておりまして、周辺に日影がないということで「夏など

大変なのだよ」などという声も聞くのですけれども、それは自分たちでどうにかし

てくれということもわかるのですけれども、今、熱中症で命を落とすなどというこ

ともございますので、管理する側としても、この辺の対策というのを考えられても

よいのかなというふうに思っているのですけれども。私、ちょっと調べたら、三方

を、横と後ろと、あと屋根、これが囲われている移動式フィルターというような、

移動できるような、何か、そういう日陰をつくるようはものもありましたので、こ

の辺も、ぜひ指定管理者さんなどと対策を検討していただきたいというふうに思う

のですけれども、その辺の考えをお伺いします。 

○議長（茅沼隆文） 

自治活動応援課長。 

○自治活動応援課長（遠藤直紀） 

ご質問にお答えします。 

おっしゃられるように、夏場、かなり日影がないということで、暑さをしのぐ策

がないというところの中で、いろいろな大会ですとか、そういう場では、指定管理

者のほうで持っている簡易的なテントなどをお貸しをしているようなところはござ

います。 

議員のお話しの移動式シェルターというものでございますが、そこのものがどの

程度の構造物に値するかというようなところが、これもまた河川法の話になってし

まうのですけれども、今、野球場、ソフトボール場のバックネットもございますが、

あれも占用の許可を取って設置をしているものとなっております。こういう形状の

ものを設置するということで許可をもらっているものになりますので、移動式シェ

ルターというものが、どの程度の大きさで、どのようなところというのも、また考

えなければいけないと。また、１年中使うものでもないということがありますと、

その辺、確認をした上でということになりますので、お話として、どういうものか

というのを、まず我々のほうでも確認をしたいというふうに思います。 

○議長（茅沼隆文） 

佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

わかりました。もし、よろしければ、後で、私、課長のほうに、どんなものかお

伝えしたいと思います。 

開成水辺スポーツ公園、これからも利用者さんを増やしていくために、私、一番

公園がマンネリ化しないようにしなくてはいけないのかなというふうに思っており

ます。小田原の子どもの国とかディズニーランドなどもそうだと思うのですけれど

も、やはり変化をしていかなければ、利用者さんもなかなかマンネリ化すると飽き

られてしまうかなと。水辺公園も以前、子どもの遊具などを変えたりして、子ども

の利用者さんが増えたりとか。現在、先ほど来、もう何回も言われていますけれど
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も、パークゴルフ場の９ホール増設に取り組んでいきたいということなので、今は

９ホール増設ということで理解いたしまして、これからも、ぜひ開成水辺スポーツ

公園、そういった考え方で運営していっていただきたいというふうに思います。  

続いての質問に移らせていただきますけれども、パークゴルフを中学校の課外活

動にですけれども、先ほど町長答弁にありました三大スポーツといいながらも高齢

者のプレーヤーが多いということで、私も今回、この質問をさせていただきました。

また、非常に丁寧な答弁もいただきまして、教育課程にまで取り入れてくれという

のは、私も、その辺は理解しておりますので。文命中学校とかでも、今、おやじの

会さんなんかの親子レクリエーションなどというのもやられているようなので、そ

ういうところに町からパークゴルフを推奨していただいて、先ほど答弁にありまし

た啓発なども積極的にやっていっていただきたいというふうにお願いしたいと思い

ます。 

これからも、開成水辺スポーツ公園を開成町のスポーツ、また利用される人たち

の触れ合いの場の拠点となるような施設にしていただきたいと思います。水辺スポ

ーツ公園に関しまして、また機会を見まして、私、質問させていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。これで私の質問を終わらせていただきます。  

○議長（茅沼隆文） 

これで佐々木議員の一般質問を終了いたします。 

 


